
福島県立岩瀬農業高等学校 第２学年 

岩農ホームページ  https://iwase-ah.fcs.ed.jp/   岩瀬郡鏡石町桜町２０７ TEL 0248-62-3145   

 

 
◆１学期の成績概況◆ 

 学年平均点 ６９．５    成績優良者 １８名    成績不振者 １４名 

２学年 

(２０２名) 

１組 

(３９名) 

２組 

(２９名) 

３組 

(３３名) 

４組 

(３１名) 

５組 

(３３名) 

６組 

(３７名) 

平均点 
（点） 

７２．３ 

 

６７．０ ７２．５ ７０．７ ６７．１ ６７．２ 

成績優良者 
（名） 

 ４  １  ６ ５ １ １ 

成績不振者 

(名) 

 １  １  ２ １ ５ ４ 

昨年度 1学期の成績と比較すると、平均点は－１．２点、成績優良者は＋５名、成績不振者は―２名

となりました。専門科目が増え、科目数も増加している中、頑張っている生徒が多くみられました。部

活動も中心となり活躍が期待される中堅学年ですが、文武両道を貫いて行きましょう。成績についての

詳しい内容については、夏休み中の三者面談でお話することとなります。      

 

◆８月の行事予定◆                   
下のＱＲコードから、 

岩農ホームページへ進めます。 

月別行事予定、年間行事予定 

などが確認できます。また、 

学年だより、各種行事の記事 

もご覧ください。 

 

  

◆夏休みの課題◆ 

◎ワンウィークトライアル（国・数・英）  ８/２５（水）提出 

始業日に行われる「第２回基礎力診断テスト」の範囲です。 

前回同様、GTZ（学力到達度ゾーン）D３－に入った生徒は、放課後学力向上学習会へ参加することに

なります。しっかり課題に取り組みテストに臨んでください。それぞれの GTZ が上がるよう期待してい

ます。 

 

◆朝のあいさつ運動◆ 

 ７/７（水）８(木)の二日間、各クラス風紀委員による朝のあいさつ運

動が行われました。ＰＴＡ役員の方々にもご参加いただきました。学期に

一度行われます。保護者の方からは、「スカート丈が短い生徒がいる」「イ

ヤホンをしたまま挨拶をしない生徒がいる」というご意見をいただきまし

た。保護者の方々そして地域の皆さんからより良い評価をいただけるよ

う、日頃から身だしなみを整え、あいさつの励行を心掛けてください。 

  

 
       

 
                  

              令和３年７月１９日 第５号 

４日（水） 農業鑑定競技県大会（本校会場） 

１２日（木）～ 

１６日（月） 

閉庁日 

２５日（水） 始業式・服装頭髪検査 

第２回基礎力診断テスト 

２６日（木） 面接旬間（４０分授業）（～９/８） 
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◆球技大会◆ 
 ７/１４（水）１５（木）の二日間、校内球技大会が行われました。楽しい時間はあっという間に過ぎ

ますね。また来年も、クラス一致団結して頑張ろう！結果はご覧の通り。 

総合順位  １位：３－１ ２位：３－６、２－４ 

 １位 ２位 ３位 

男子サッカー  ３－６ ２－４ ３－１ 
男子ドッジボール ３－５ ３－１ ２－１ 
女子ドッジボール ３－１ １－５ ２－１ 
男子バレーボール ２－６ ２－２ ３－２ 
女子バレーボール ３－３ １－４ １－５ 
混合バドミントン ３－６ １－６ １－４ 
女子卓球 ３－４ ２－４ １－３ 

   

◆シリーズ ～私の修学旅行④～◆ 

                                    ４組担任 阿部 達彦 

 私の修学旅行は今から９年前の２０１２年、東日本大震災の影響で遠方からの援助があり様々な場所

を巡ることができた。日程は３泊４日で愛媛県→広島県→京都府→大阪府の順番に観光名所や他県の農

業高校との交流などを体験した。正直なところ、この修学旅行は何一つ楽しくなかったことだけは憶え

ている。 

当時高校２年生で柔道部に所属していた私は、部活動の練習中にケガをしてしまい左足の膝外側副靭

帯と足首の靭帯を損傷し、松葉杖をついての修学旅行参加になった。観光名所はほとんど回れず、同じ

班の仲間たちにも置いて行かれる、清水寺で全く知らない他県の修学旅行生に喧嘩を売られる、ミカン

狩りは傾斜にある為バスで待機、USJ のアトラクションは怪我をしているため乗車できない、最終日は

発熱しバス内で待機など挙げれば切りがない。 

 皆さんには、こんなにもつまらない修学旅行は経験して欲しくないと思う。高校生活の思い出として

深く心に残るものであって欲しいと願うが、楽しければ全て良い訳ではない。 

一定数いるルールを守れない人間のせいで楽しい修学旅行は一瞬で台無しにな

る。東日本大震災以降福島県は全国的にも注目を浴びる機会が多くなった県で

ある。また、本校は GGAP 取得など全国的に発信している情報も多い。他県に

行くということは本校の代表、そして本県の顔となることを忘れずに服装や態

度に注意しながら行動して楽しい修学旅行にして欲しいと思う。 

 


